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 浜中町は、海と大地に恵まれ、漁業と酪農中心の１次産業の町です。自然と調和するまちづく

りをモットーに、これまでラムサール湿地・北海道遺産に登録されている霧多布湿原、海岸地域

は希少鳥類やラッコ等の生息、多種の貴重な植物が群生する宝庫でもあります。本校のある散布

地区は、海に面した地理的条件による主要産業「漁業」により発展してきました。学校もそれに

伴い開校 140 年の永い歴史の中、保護者や地域の願いのもと、協力を得ながら教育活動を推し進

めてきた沿革があります。「地域とともにある学校」として教育理念を継承し、人材（財）の育成

を担ってきました。 

 さて、この度の北海道教育委員会「海洋教育パイオニアスクールプログラム」の実践校として

令和元年度（平成 31年度）より 3カ年の研究指定を受け、推進してきました。最終年度である令

和３年度はテーマを「散布の海からの発信～散布を誇れる子どもの育成を目指して～」と設定し、

これまでの集大成として海洋教育推進委員の先生方が中心となり、学習活動を振り返りながら、

成果と課題を洗い出し、活動内容を工夫改善してきました。小中併置校の利点を生かした９年間

のつながりある学びの中で、各学年段階に応じた身に付けさせたい資質能力を押さえ、教科等横

断的な視点、また令和２年度には文部科学省から教育課程特例校に認可され、「散布学（海洋編）」

の特色ある教育課程の編成・実施を図ってきました。 

「散布学（海洋編）」のコンセプトの一つに「家庭や地域と思いや願いを共有する」、地域に根

ざしたふるさと教育、地場産業を通したキャリア教育等との関連性や融合性の大切さを実感しま

した。近年、町全体の漁業就業者にとって水産資源の減少、魚価の低迷、また温暖化や海水面の

悪化による海洋環境の変異など、厳しい経営環境の影響により従事者の減少傾向、後継者不足が

大きな課題となっています。このような背景の中、地域の願いには次代を受け継ぐ人材確保、地

域内外を知り、さらにグローバルな視点から郷土愛を深め、地域の良さを発信し、環境の変容に

自らも変化できる人材の育成、活躍に期待を寄せています。学校と地域の課題に鑑みて具体像と

は、「①海（自然・郷土）からの恩恵や変異、危機等を理解し、行動に移せる人」「②持続可能な社

会のために課題解決を図り、情報を発信、共有できる人」「③自ら学びに向かい、生きる力を身に

付け高められる人」、３つの指標から資質能力を思索してきました。 

結びに、３カ年の研究推進を通して、児童生徒の意識や自己肯定感の高まり、万事意欲的に学

びに向かう姿がみられてきたものと自負しているところです。そして、保護者や散布漁業協同組

合をはじめ地域の全面的なバックアップ、また関係機関・団体等の協力により子どもたちの学び

の場が広がり、幅広な取組を行うことができました。今後とも、「社会に開かれた教育課程」の理

念のもと、子どもたちの実態を見取り、どのような力が必要かを見定めし、カリキュラム・マネ

ジメントを進めていきます。  

発刊の言葉 

「郷土を知り、持続可能な社会へ 
発信できる人材の育成」 

浜中町立散布小中学校 校長 大 和 洋 一 
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海洋国である我が国にとって、海と共に生きる意識と資質・能力、そして態度を有する人材の

育成は重要課題であり、海洋基本法においても海洋に関する国民の理解増進を掲げ学校教育等に

おける海洋に関する教育の推進が謳われています。これらを踏まえた海と人との共生を目指した

散布小学校の取組は大変意義深く、海洋教育パイオニアスクールプログラム実践校としての３年

間のまとめとして、この度、実践記録集を発刊しますことに心からお祝い申し上げます。 

さて、本校は令和元年度から３年度までの３年間、北海道教育委員会指定事業海洋教育パイオ

ニアスクールプログラム実践校として、日本財団、東京大学海洋教育アライアンス海洋教育促進

研究センター、笹川平和財団海洋政策研究所からの支援を受け、海洋教育カリキュラムの開発と

海洋教育の担い手の育成に関わる活動を充実させてきました。初年次は、生活科及び総合的な学

習の時間を中心として他教科の学習と関連を図り、各学年に応じた「年間プログラム」の作成・

実施をされました。特に「あさり島活動」等の体験活動から問題を発見し、探究活動を行い、「地

域大感謝祭」で保護者や地域の方々に学びの成果を発信され、高い評価を受けております。 

 ２年次は、文部科学省から教育課程特例校に指定され、「散布学（海洋編）」の教育課程を編成・

実施・評価・改善をされました。併せて地元漁協から講師を招き、あさりの生態、干潟の環境に

ついての講演会の開催、更には、北海道厚岸翔洋高等学校、霧多布湿原センター、北海道教育大

学釧路校、浜中町役場等の協力を得て、海洋教育と関連する教科学習の内容にかかわるカリキュ

ラム・マネジメントを進められました。 

 最終年次は、これまでの活動を基本としながら「沿岸の魚介類を育む豊かな森づくり」という

視点から NPO 法人シマフクロウ・エイドの協力を得て進められました。多様な生物が生きる広葉

樹の森づくりの活動として散布小学校児童が植樹会に参加されました。この活動によって、これ

までとは別な視点から海を捉え、多面的な思考を促す良い契機となったように考えます。 

また、令和４年１月 27 日には、「散布の海からの発信」～散布を誇れる子どもの育成を目指し

て～というテーマのもと、小学校５・６年生散布学（海洋編）「散布の海の豊かさを守ろう」の授

業が公開されました。事後の研究協議では、体験活動から導かれる子どもの深い学び、活動の価

値の実感、地域の素晴らしさの発見等を浜中町内外に大いに発信されました。 

今後も貴校には、本事業における成果を生かし、地域の海や水産資源と環境の結びつきについ

ての理解を深めるとともに、子どもたちにとって豊かな人生の実現につながる資質・能力の育成

を図っていかれますことを期待しています。 

結びになりますが、大和校長をはじめとして、学校一丸となって実践に取り組んでこられた教

職員の皆様に深く敬意を表し、併せて散布小中学校の益々の発展・充実を祈念いたしまして、実

践記録集発刊にあたってのお祝いの言葉といたします。  

発刊に寄せて 

 

 

 

浜中町教育委員会 教育長  佐 藤 健 二  

 「海と共に生きる教育」 
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本校の海洋教育に関する 

グランドデザイン 
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１ 我が国における海の重要性 

 (1) 地理的環境 

地球上の水の 97.5%を湛え、地表の７割を占める海は、生

命の源であるとともに、地球全体の気候システムに大きな

影響を与え、水の循環の大本として生物の生命維持の上で

極めて大きな役割を担っている。 

面積約 447 万 k ㎡、世界第６位の広さを誇る我が国の管

轄水域(内水含む領海＋排他的経済水域)には流氷から珊瑚

礁までの様々な環境が見られ、沖合に広がる海域には多様

な生物・エネルギー・鉱物等の天然資源が豊富に存在している。我々は、この海を資源の確

保の場として利用するのはもちろんのこと、世界と交易を行う交通路として、あるいは国民

の憩いの場として多面的に利用してきた。現在では総人口の約５割が沿岸部に居住し、動物

性タンパクの約４割を水産物から摂取し、輸出入貨物の 99％を海上輸送に依存している。 

一方、平成 23（2011）年３月 11 日の東日本大震災によって引き起こされた津波は、尊い生

命と地域社会を奪い、海洋環境にも甚大な被害をもたらすなど、海の脅威を見せつける結果

となった。四面を海に囲まれた我が国には、津波のみならず海に関する脅威が多数存在する

ことを十分に認識する必要があり、これらを踏まえ海と共存しなければならない。 

    （出典：海洋教育政策研究財団「21 世紀の海洋教育に関するグランドデザイン」）  

 (2) 海を取り巻く国際社会とのつながり 

これまで人類は、領海外は誰もが自由に開発・利用できる「海洋の自由」の考え方の下、

新たな資源の可能性を求め積極的に海に進出してきた。特に近年、科学技術の進展により行

動能力が増すと、沿岸国による海域と資源の囲い込みが進行したが、一方で世界各地に海洋

汚染、資源の枯渇、環境破壊を引き起こし、我々自身の生存基盤を脅かす事となった。 

今後更に増加が予想される世界人口の必要とする水・食料・資源・エネルギーの確保や物

資の円滑な輸送のためには、今後も我が国一国だけではなく、地球上の全ての国々の協力の

もと、海を総合的に管理していかなくてはならない。 

 （出典：海洋教育政策研究財団「21 世紀の海洋教育に関するグランドデザイン」）  

２ 本校を取り巻く環境 

 (1) 地理・自然 

本校の所在する浜中町は、道東釧路地方の東端にあり、太平

洋に面した霧多布半島は厚岸道立自然公園の一角をなしてい

る。また、約 67km に及ぶ海岸線は砂浜・奇岩絶壁を有し、嶮

暮帰島をはじめとする大小様々な島が点在し、内陸部の台地状

平原や湿原などの美しい景観に包まれている。 

南部に位置する霧多布湿原は、火散布沼、藻散布沼とあわせ「ラムサール条約登録湿地」

に認定されているほか北海道遺産に選定され、その中央部は「霧多布泥炭形成植物群落」と

して国の天然記念物にも指定されている。また 2021 年３月には浜中町をはじめ釧路町、厚岸

本校の海洋教育に関するグランドデザイン 
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町、標茶町の一部が「厚岸霧多布昆布森国定公園」に指定された。気象は年間平均気温５～

６℃、最高気温 20℃前後、最低気温-10℃前後と冷涼であり、春から夏にかけて沿岸部を中心

に霧が発生しやすく、秋から冬は好天が続き年間雨量は 1,000mm 程度となっている。 

 

 (2) 浜中町の人口及び世帯数の推移 

浜中町の人口は、昭和 35（1960）年をピークに減少傾向をたどり、令和３年（2021）３月

末現在では 5,548 人となっている。世帯数は、同現在 2,454 で、人口と比べて若干緩やかな

減少傾向にある。１世帯当たりの人数は３人を割り込み、核家族化が著しく進んでいる。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 (3) 産業別就業構造 

浜中町の産業別就業人口は減少傾向にあるが、第１次産業は全体の 50％を占め、釧路管内

市町村で最も高い構成となっている。漁業就業者は水産資源の減少、魚価の低迷など厳しい

経営環境の影響により、減少傾向にあり、後継者不足などが大きな課題となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （出典：浜中町役場水産課「令和元年度版浜中町の水産概況」）  

３ 学校における海洋教育の必要性 

 (1) 法的根拠 

平成 18(2006)年 12月改正の教育基本法では、知・徳・体の調和のとれた発達を基本としつ

つ、個人の自立、他者や社会との関係、自然や環境との関係、国際社会を生きる日本人とい

う観点から具体的な教育の目標が定められた。これに基づき新学習指導要領では、一人一人

の児童生徒が、自分のよさや可能性を認識するとともに、あらゆる他者を価値ある存在とし

て尊重し、多様な人々と協働しながら様々な社会的変化を乗り越え、豊かな人生を切り拓き、

持続可能な社会の創り手となることができるようにすることが求められている。 

【人口等の推移】 （単位：世帯、人） 

年 度 世帯数 
人 口 1 世帯当

たり人数 

対前年度 

（％） 男 女 総 数 

平成 29 年 2,452 2,933 3,063 5,996 2.4 97.9 

平成 30 年 2,441 2,902 2,985 5,887 2.4 98.1 

平成 31 年 2,439 2,863 2,933 5,796 2.4 98.5 

令和 2 年 2,441 2,788 2,855 5,643 2.3 97.4 

令和 3 年 2,454 2,712 2,836 5,548 2.3 95.7 

〔資料：令和３年３月末現在の住民基本台帳〕  

【産業別就業人口】 （単位：人） 

区 分 
平成 12 年 平成 17 年 平成 22 年 平成 27 年 

総数 構成 総数 構成 総数 構成 総数 構成 

総  数 4,490 100.0 4,280 100.0 4,018 100.0 3,743 100.0 

第１次産業 2,335 52.0 2,233 52.2 2,042 50.8 1,887 50.4 

 漁業 1,652 36.8 1,536 35.9 1,375 34.2 1,240 33.1 

 農業 681 15.2 695 16.2 663 16.5 642 17.1 

 林業 2 0.0 2 0.0 4 0.0 5 0.1 

第２次産業 589 13.1 594 13.9 654 16.3 613 16.4 

第３次産業 1,566 34.9 1,453 33.9 1,322 32.9 1,243 33.2 

〔資料：国勢調査〕   
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(2) 新学習指導要領のポイント 

新学習指導要領の改正のポイントは以下に示されている通りである。 

一つ目は、「社会に開かれた教育課程」である。よりよい教育課程を通じてよりよい社会

を作るという目標を学校と社会と共有し、それぞれの学校において、必要な教育内容を明

確にしながら、社会との連携・協働によってそのような学校教育の実現を図ることを目指

すものである。 

二つ目は、「資質・能力（三つの柱）の育成」である。実際の社会や生活で生きて働く（知

識・技能）、未知の状況にも対応できる（思考・判断・表現）、学んだことを人生や社会で生

かそうとする（学びに向かう力・人間性等）の育成を目指すことである。また、全ての教

科等の目標及び内容についても、この三つの柱に基づいて再整理されている。 

三つ目は、「カリキュラム・マネジメント」である。子供たちの姿や地域の実情等を踏ま

えて、各学校が設定する学校教育目標を実現するために、教育課程に基づき組織的かつ計

画的に教育課程の質の向上を図っていくことである。 

四つ目は、「主体的・対話的で深い学び」の視点からの授業改善である。授業の方法や技

術の改善のみを意図するものではなく、子供たちの「学び」そのものが、「アクティブ」で

意味あるものとなっているかという視点から授業をよりよくしていくことである。 

（出典：文部科学省「新学習指導要領のポイント」）  

 

(3) 学習指導要領解説編と海洋教育 

小学校および中学校の『学習指導要領解説編』では「現代的な諸課題に関する教科等横

断的な教育内容についての参考資料」として「海洋に関する教育」が記載された。そこで

は『学習指導要領総則』第２に示されている「教科等横断的な視点に立った資質・能力の

育成」と、第３に示されている「主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善」を

達成するためのものとして海洋教育が記載されている。 

第 2-2(2) 各学校においては、児童や学校、地域の実態及び児童の発達の段階を考慮し、

豊かな人生の実現や災害等を乗り越えて次代の社会を形成することに向けた現代的な諸課

題に対応して求められる資質・能力を、教科等横断的な視点で育成していくことができる

よう、各学校の特色を生かした教育課程の編成を図るものとする。 

第 3-1(5) 児童が生命の有限性や自然の大切さ、主体的に挑戦してみることや多様な他

者と協働することの重要性などを実感しながら理解することができるよう、各教科等の特

質に応じた体験活動を重視し、家庭や地域社会と連携しつつ体系的・継続的に実施できる

よう工夫すること。 

海洋と人類の共生を実現するためには、教科を横断した幅広い視点から考えることが必

要である。また、共生のあり方には答えがないため、一人一人が自分ごととし、対話を重

ねながら実現に向けて探究していくことが必要である。このように、海洋教育は、新たな

時代の教育のあり方としても求められている。 
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(4) 本校における海洋教育「散布学（海洋編）」のコンセプト～社会に開かれた教育課程～ 

  ア 目指すゴール 

 

 

 

 

 

  イ 具体的活動・協力体制 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 地域の海や水産業、地域の環境などについての探究活動を通して、地域の海

や水産資源と環境の結び付きについて理解するとともに、地域の発展に貢献す

ることのできる人材を育成する。 

散布小中学校９年間の学び 

海洋教育４つの視点 コンセプト 本校における取組 

海を利用する 

水産物や資源、船舶を用いた
人や物の輸送、また海を通し
た世界の人々との結びつきに
ついて理解し、それらを持続的
に利用することの大切さを理解
できる児童を育成する。 

○散布漁協との連携によ

り流通の仕組みや地域

とのつながりを学ぶ 

○地元の食材を活用した

授業 

海 を 守 る 

海の環境について調べる活
動やその保全活動などの体験
を通して、海の環境保全に主
体的にかかわろうとする児童を
育成する。 

○あさり資源やウニ養殖

等の調査から自然環境・

保全の重要性を学ぶ 

海 を 知 る 

海の自然や資源、人との深い
かかわりについて関心を持ち、
進んで調べようとする児童を育
成する。 

○水産指導所や散布漁

協等の専門家による講

義・実演 

○調べ学習、体験活動 

海 に 親 し む 

海の豊かな自然や身近な地
域社会の中での様々な体験活
動を通して、海に対する豊かな
感受性や海に対する関心等を
培い、海の自然に親しみ、海に
進んで関わろうとする児童を育
成する。 

○火散布沼の自然や景

観に親しむ 

○動植物の豊かさを学ぶ 

どのような子に育てたいか 
○これからの世界を担う未来の創り手としての素地づくり 

○ふるさとの地から世界を見つめる目  ○絆づくり 等 

海洋教育で何を学ぶのか 

○散布の強み・弱み ○散布の歴史 ○散布の漁業 

○持続的に発展できる人材育成  ○世界への発信 

○ふるさとのよさ（景観・人・食等） ○防災 等 
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保護者の願い・地域の期待を生かした教育課程 
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今年度の実践 
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１ はじめに 

 今年度、１年生（５名）、２年生（４名）は単式の学級編成となり、活動によっては合同で行

ってきた。児童の家庭のほとんどが漁業に携わっている。そのため子供たちも、昆布干しを中

心に家の仕事を手伝っている。海は、子供たちにとって非常に身近なものである。 

１・２年生は昨年度の取組を基本に活動を見直し、活動の質の向上、内容の深化を追究し、

児童の気づきを育むよう実践を心がけ進めてきた。 

 

２ 今年度の実践 

 (1) 生活：藻散布海岸散策 （６月） 

 今年度は事前、事後を含め４時間、当日は３時間の活動を行

った。事前・事後指導では、２年生が主体となって２グループ

に分かれ、活動のきまりや活動内容について話し合い、見通し

をもって活動へ向かうことにつながった。 

 藻散布海岸学習当日では、始めに全校児童で海岸のゴミ拾い

や清掃を行った。海外からの漂着物に驚く児童も見られた。そ

の後、海辺の生き物探しを霧多布湿原センターの職員と一緒に

行った。どのような場所に生き物が暮らしているか、体験を通

して多くの事を学習した機会となった。 

 (2) 図工：「海の子作品展」制作 （９月） 

マリンバンク主催により毎年実施している海の子作品展に今年度  

も取り組んだ。１年生は「生き物いっぱいの海」、２年生は「すてき

なちりっぷの海」をテーマに作成した。 

 (3) シマフクロウ・エイド「豊かな海を育む森づくり」 

  ※ 別頁参照 

 

３ 実践の成果と課題 

 (1) 成果 

 昨年度からの活動は、より内容を深化させた取組を意識することができた。また、新たな

取組もあり、児童がより海に関わる環境や環境を守るために必要なことに気づき体感するこ

とができた。 

(2) 課題 

 活動については今後も継続して行うが、活動の意図や活動のつながりをより明確にしてカ

リキュラムに位置づけていく必要がある。 

 

４ 次年度に向けて 

 教育課程での海に関わる学習の位置づけや系統性を明確にして、１・２年生段階でのおさえ

を確認し、児童が体験から深い学びにつながるような、海での学び等を通した内容の充実を図

りたいと考える。 

１・２年生の取組 
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１ はじめに 

 本学級は、３年生５名、４年生１名の計６名である。今年度は、霧多布湿原ナショナルトラ

ストの協力のもと、海辺の環境を調査したり、海と山のつながりを考えたりする「湿原学習」

と、海の自然や資源、人との深い関わりについて調べる「漁業と酪農業を調べよう！」の学習

を行った。そして、それら海洋教育の活動で得られた成果と課題を踏まえ、次年度以降のカリ

キュラム作成を目指した。 

 

２ 今年度の実践 

 (1) 湿原学習「海辺のゴミについて考えよう！」 

期日：令和３年６月 24 日（木）8:45～11:45  講師：Amamo Works 代表 河内 直子氏 他２名 

 全校児童で海辺に打ち上がっているゴミ拾いを行った。活動

を通して、ゴミのほとんどは「人工物」であることがわかり、そ

のことから、自分たちの暮らしと海辺の環境のつながりについ

て考えることができた。 

その後３～６年生は海岸の奥まで進み、海の生き物を探す活

動を行った。海辺に生きる様々な生き物の正式な名称や生態に

ついて、講師の方々に教えていただくことができた。   

子供たちからは「海の生き物について知ることができた。」「こ

んなにゴミがあるとは思わなかった。」「ゴミを減らすために自

分たちにできることをしていきたい。」等の感想が聞かれ、自分

たちの地域や海辺の環境について考えることができた有意義な

学習となった。 

 

(2) 図工「海の子作品展」作品制作 

  取組期間：８～９月（４時間扱い） 

 海の仕事や自然環境への興味を高め

ることを目的に、海の子作品展（主催：

マリンバンク）に今年度も取り組んだ。 

 

 

(3) 散布学（海洋編）：「漁業と酪農業を調べよう！」 

取組期間：令和３年８月～10月（19 時間扱い） 

 子供たちは、身近な漁業の仕事の内容については概ね理解し

ているが、これらの仕事が海の恩恵を受け、環境に大きく影響

を受けていることや、仕事に携わる人々の努力や苦労を理解す

るまでには至っていない。そこで、地域の産業や携わる人々の

思いを理解し、海の自然や資源、人との深いかかわりについて

進んで調べようとする意識を高めるために、本単元を計画した。  

３・４年生の取組 
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  (4) 湿原学習「酪農業のことを知ろう！」 

期日：令和３年８月２０日（金）9:30～11:30  講師：Grateful Farm 松岡牧場 松岡 智子 氏 

  本校周辺は、漁業で生計を立てている方々が多く、同じ浜中

町でありながら子供たちは酪農に触れる機会が少ない。そこで

地域の産業についてより学びを深めるために本学習を実施し

た。当日は、松岡牧場においてチーズづくり体験や餌やり、施

設見学などを行い、酪農業に携わる方々の思いについて学ぶこ

とができた。事後は調べたことや体験したことをもとに新聞と

してまとめ活動を行った。 

 

(5) 漁業について調べよう！ 

学習活動の中で子供たちは、「散布は何漁が多いのだろう」

「どんな魚が獲れるのだろう」「漁業に携わる人はどのような

思いで仕事をしているのだろう」など、様々な疑問を抱いて

いた。その疑問を解決するために、浜中町ウニ種苗センター

の見学や、インターネットを活用した調べ学習、漁業に携わ

るお家の方へのインタビューなど、自分達の地域を見つめ直

す活動を通して疑問を解決していくことができた。 

  また、調査して明らかになったことをポスターや新聞にま

とめ、地域大感謝祭で発表することとした。 

 

(6) 地域大感謝祭での発表 

 期日：12 月４日（土） 

「漁業と酪農業について調べよう！」の学習の成果を、児童生

徒や保護者に向けて発表した。発表では「ウニの育て方」「散布

で獲れる魚の旬の時期」「酪農の仕事内容」「漁業や酪農業に携

わる人々の思い」などそれぞれが学び得たものが紹介された。 

  

３ 実践の成果と課題 

 (1) 成果 

 藻散布海岸での学びを土台として、海の自然や資源、地域の産業について自ら課題意識を

もち、進んで調べていくことができた。また、活動の中で「地域の産業に携わる人々の思い」

にも触れることができ、より一層地域に誇りを持ち地域の発展に貢献したいという意識を高

めることができた。 

(2) 課題 

 子供たちの課題意識と探究活動によりつながりが生まれるようなカリキュラムの作成が必

要と考える。海洋教育と関連を図ることができる教科をさらに整理していく必要がある。 

４ 次年度に向けて 

  今年度の取組を生かしながら、次年度は他教科の関連をさらに意識し、「子供の課題意識と探

究活動のつながり」「教科横断的な視点」を意識したカリキュラムを編成・実施する。 
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１ はじめに 

  本学級は､５年生７名､６年生１名の計８名である｡今年度は､海の環境を保全する活動を通し

て､自分たちの生活が海とつながっていることを理解し､海の自然を守ろうとする意欲を高める

ことをねらいとして進めてきた｡また､自分たちの地域だけではなく､同じく海洋教育に取り組

んでいる羅臼町の羅臼小学校と春松小学校との交流を行う中で､自分たちの学校以外にも環境

問題の解決に向かって取り組んでいる学校があることを知り、学びを深めることができた｡昨年

度計画していたカリキュラムに加え､シマフクロウ・エイドの植樹活動や沖縄の学校との交流が

行えたことにより､自分たちの地域の環境問題への意識をさらに高めることができた｡ 

 

２ 今年度の実践 

(1) あさり島活動への参加 

 あさり島活動は平成 22 年度から散布中学校で行われている活

動であり､小学生の参加は３年目を迎えた｡あさり島活動への参加

を通して､地域の環境保全の意識を高めることをねらいとしてい

る｡今年度は保護者の協力を得ながら､５月13日､14日の２日間実

施した｡ 

１日目は､あさりの採取及び外敵駆除を行った｡あさりの外敵で

あるタマガイとその卵を駆除することができた｡また､タマガイの

卵が茶碗の形に似ていることから､｢砂茶碗｣と呼ばれていること

を学んだ｡ 

２日目は､１日目に引き続きあさりの採取と外敵駆除を行い､最

後にはあさりの稚貝撒きも行った｡この２日間のあさりの採取量

は昨年度よりも 100 kg ほど多い 572 kg となった｡ 

あさり島活動を行う中で､これからの漁業は獲るばかりではなく､

育てることが大切だということも学んだ｡あさりの稚貝まきを通

して育てる漁業を実際に体験することができた｡ 

あさり島活動で学んだことをきっかけに､児童は｢日本全国のあ

さりの漁獲量はどうなっているのか｣｢タマガイはどのようにして

あさりを食べてしまうのか｣｢どうしたらあさりを増やしていくこ

とができるのか｣など様々な疑問が生まれ､それらの疑問を解決す

るために調べ学習を行った｡ 

さらに､あさりは水温が 20℃前後で産卵することから､散布の

あさりはいつ産卵しているのかを調査することとした｡月に一度､

火散布沼の水温調査を行い､８月の水温が 19℃前後だったことか

ら､散布のあさりは８月頃に産卵しているという予想も生まれた｡ 

 

(2) 藻散布海岸学習 

６月 24 日に全校児童で藻散布海岸に行き､５・６年生は３･４年生と一緒に清掃活動と海辺

５・６年生の取組 
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の生き物調査を行った｡ 

清掃活動では､拾ったゴミを｢自然のもの｣と｢人工物｣に分別し､ 

ゴミのほとんどが｢人工物｣であることに気付くことができた｡そ

れらのゴミを少しでも減らすためにできることを｢散小エコ宣言｣

としてまとめ､日常生活の中で意識しながら生活を送ることがで

きるように各教室に掲示している｡ 

また､海岸には海外からのゴミも流れ着いていた｡反対に､日本

のゴミが海外へ流れ着いていることも学び､全世界の海がつなが

っていることを実感する機会となった｡霧多布湿原センターの職

員から､｢2050 年には海の生き物よりもゴミの量の方が多くなっ

てしまう｣という話を聞き､環境問題への意識を高めるきっかけの

活動となった｡ 

 

(3) 図工｢海の子作品｣作品制作 

海への興味関心を高めるために取り組んでいる活動である｡本

学級は､５月に行われた｢あさり島活動｣を題材にして取り組んだ｡

あさりを採取している場面やあさりの稚貝を撒いている場面を描

く姿が見られた｡ 

 

(4) 北方領土学習 

10 月１日に実施した北方領土学習では､児童から出た｢日本と

ロシアの問題なのはわかるけれど､どうして解決していないのか｣

という疑問を解決するために､根室市の北方四島交流センター

(ニ･ホ･ロ)や納沙布岬を訪れた｡北方領土に住んでいた方の話を

聞いたり､納沙布岬から海を見たりすることで領海の意味を確か

めたり､これまでの歴史的変遷を学び､北方領土への学びを深めた｡ 

 

(5) 修学旅行 

修学旅行の２日目の 11 月 10 日に､羅臼小学校と春松小学校の

３校で海洋教育実践交流会を行った｡ 

児童が発表したことは､｢このままでは 2050 年には魚よりもゴ

ミの量が多くなる､という事実をたくさんの人に知ってほしい｣､

｢ゴミを減らすためにたくさんの人たちに呼びかけ､ゴミ拾いをす

る機会を作りたい｣､｢みんなで植樹をする機会を作って豊かな森

を作りたい｡そして海の環境をよくしたい｣という内容であった｡ 

羅臼小学校は､廃油を再利用して石鹸を作ること､羅臼町の魅力

をインスタグラムで発信していることを発表していた｡春松小学

校は､小中高で一斉にゴミ拾いを行う取組や､ユネスコスクールの

取組について発表していた｡２校の実践を参考に､自分たちの地域

のためにできることを再考する機会となった｡ 
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(6) 海洋教育パイオニアスクール全道成果発表会への参加 

10 月 29 日、札幌市において上記の発表会が行われた｡本校は､

新型コロナウイルス感染症対策のため Zoom での参加となった｡

｢地球を守るために自分たちができること｣をテーマに､昨年度の

取組や今年度の｢あさり島活動｣と｢散布の海の豊かさを守るため

の取組｣について発表した。 

 

(7) 海の専門家による講話 

12 月２日､これまでの海洋学習で生じた様々な疑問を海の専門

家に解説してもらう｢散布の海の豊かさを守ろう｣を実施した｡当

日は､北大臨海実験所の仲岡雅裕所長と Amamo Works(ｱﾏﾓﾜｰｸｽ)河

内直子代表を招き､｢散布の昆布はなくなってしまうのか｣｢海水温

はこれからも上がってしまうのか｣｢地域を守るために行った方が

よい活動は何か｣などの質問に答えていただいた｡ 

児童が驚いたことは､地球温暖化の対策をせずに過ごしている

と､海水温が上昇し､散布の昆布は 2090 年には獲れなくなってし

まうという研究データであった｡この事実を多くの人に知っても

らい､地球温暖化への対策をしていく必要があることを学んだ｡ 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(8) 地域大感謝祭での発表 

12 月４日､自分たちが町に提案したいことを保護者の方々に聞

いていただき､それに対する意見をいただいた｡今後､自分たちが

町に提案するときの内容を考えるときに参考になる資料となった｡

子供たちは自分たちの意見だけではなく､保護者の意見も参考に

しながら､町に提案する内容を考えることができた｡ 

河内さんからのメッセージ 

ごみを拾うことは意味がありますが、ごみを捨てる人がいる

限り終わりがありません。ごみを捨てる人を減らし、そもそも

出てくるごみの量を減らすことを考える必要があります。ごみ

箱を増やせば海に流れるごみは減るかもしれませんが、気軽に

捨てる人は増えるかもしれません。どの家でも環境保全につな

がる活動はたくさんあります。まずは家族で話をしてみましょ

う。プラスチックごみを減らすこと、環境に配慮した洗剤を使

うことなど、できることはたくさんあります。今日お話しした

ように、人間の活動が自然の生きものの数や分布にさまざまに

影響しています。個人でできることと、社会で取り組まなくて

はいけないことがありますが、みんなで話し合い、何ができる

かを考え、伝えていってください。 
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(9) 沖縄の学校との Zoom 交流 

12月15日､本校と同じ海洋教育に取り組む沖縄県西表島の竹富

町立船浦中学校の生徒と Zoom 交流を実施した｡ 

児童は６月に行った藻散布海岸の清掃活動を通して｢海岸に多

くのゴミが流れ着いている｣ことを学習している｡そして､船浦中

学校がある西表島にもたくさんのゴミが流れ着いていることや、

それらを解決するために､中学生全員で海辺を清掃する｢ビーチク

リーン｣を行っていることも学んだ｡また､海水温が上がっている

ため､サンゴが減少していることが問題となっていることも学ぶ

ことができた｡これらの事実を知った本校の児童は､｢海水温が上

がって困るのはこの地域だけではない｣｢こんなに距離が離れてい

るのに同じような課題を抱えている｣と自分たちの地域との共通

点や相違点について考えていた。 

 

３ 実践の成果と課題 

(1) 成果 

本校の海洋教育の目指すゴールは､｢地域の海や水産業､地域の環境などについての探究活 

を通して､地域の海や水産資源と環境の結び付きについて理解するとともに､地域の発展に貢

献することができる人材を育成する｣ことである｡今年度は､藻散布海岸の清掃活動､あさり島

活動、シマフクロウ・エイドとの植樹活動､海洋教育実践交流会､海の専門家の講話､沖縄の学

校との交流､地域大感謝祭など､様々な活動を通して､児童が地域の発展に貢献しようとする

姿に迫ることができた｡体験活動が多かったが､｢課題の設定｣｢情報の収集｣｢整理･分析｣｢まと

め･表現｣という学びのスパイラルを意識しながら進めることができた。 

シマフクロウ・エイドの活動や沖縄の学校との交流は、当初から予定されていた活動では

なかったが、海洋教育の目指すゴールに向かって柔軟に単元計画を変えていくことができた。 

 

(2) 課題 

次年度は、海洋教育の内容を総合的な学習に組み替えられるよう見直しを図り、２年１巡

できるよう学年や発達段階を考慮し、児童の課題意識と探究活動の推進を支えていくカリキ

ュラムの作成が必要である。また、他校との交流も継続して行っていくべきである。 

 

４ 次年度に向けて 

課題にも記述したとおり、２年１巡で行えるカリキュラムの実践と検証・見直しを行う。今

年度で海洋教育パイオニアスクールプログラムが終了となるため、総合的な学習に組み替えら

れるよう、他教科の関連も整理し教育課程に位置づけていく必要がある｡ 

  

保護者の声 

地域のみんなでゴミ拾いをすることに賛成です。学期ごとに

行ったり、月に１度行ったりしてもよいと思います。みんなで

よりよい散布にしていきましょう。 
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１ はじめに 

 あさり島活動は、平成 22 年度に散布漁業協同組合より「学校専用のあさり島」を提供いただ

き、中学校生徒を対象に、あさりの生態、干潟の環境、蝕害生物、散布のあさり漁・昆布漁に関

する学習やあさり掘り体験等を行ってきた。平成 30 年度までは、あさり買付けで得た益金を元

に、釧路市動物園へ顔出しパネルの寄贈や町内施設への車椅子寄贈、北海道盲導犬協会への寄

附など、社会貢献を中心に活動を行ってきた。 

 平成 31年度からは、あさり掘り体験に加え、地域に寄贈・寄附する活動から「発信」をテー

マに地域の魅力や良さをアピールする活動へと移行してきた。 

 

２ 今年度の実践 

(1) 事前学習①：散布・SDGs についての学習会 

日時：令和３年４月 30日（金）13：05 ～ 13：50 

場所：散布小中学校 体育館 

内容：地域域活性・発信・環境維持の必要性について学

習した。 

 

 (2) あさりの生態学習会（事前学習②） 

日時：令和３年５月７日（金）13：05 ～ 13：50 

場所：散布小中学校 体育館 

講師：散布漁業協同組合総務指導課長 西田 善行 氏 

釧路地区水産技術普及指導所普及指導員 田村 亮輔 氏 

〃       普及職員 朝倉   健 氏 

内容：３名の講師を招き、「あさりの干潟について」と題し講演をいただいた。 

 

(3) 事前学習③：オリエンテーション 

日時：令和２年５月 10日（火）11：30 ～ 12：05 

場所：散布小中学校 体育館 

内容：活動内容の確認、目標設定を行った。 

 

(4) あさり掘り活動① 

日時：令和３年５月 13日（木）8：30 ～ 12：05 

場所：火散布沼・あさり島 

内容：小学５・６年生、中学生、教職員、保護者であさり

島へ向かい、あさりの採取を行った。保護者の協力の

もと、選別や外敵駆除にも取り組んだ。今年度の収穫

量は 572kg で、中学校３年生８名と教員で散布漁協市

場への出荷も体験することができた。 

 

あさり島活動 
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(5) あさり掘り活動② 

日時：令和３年５月 14日（金）9：30 ～ 12：05 

場所：火散布沼・あさり島 

内容：小学５・６年生、中学生、教職員、保護者であさり

の稚貝撒きを行った。火散布沼の波打ち際で稚貝を採

取した後、あさり島に渡って手作業で干潟を耕し、稚

貝を埋めていった。 

 

(6) 事後学習①：活動の反省、発信方法についての学習 

日時：令和３年５月 24日（月）13：05 ～ 13：50 

場所：散布小中学校 体育館 

内容：あさり島活動の反省の後、地域に合った発信方法に

ついて学習した。 

 

(7) まとめ学習・資料作成 

日時：令和３年６月 22日（金）〜 

場所：散布小中学校 

内容：中学生が３班に分かれて文化祭に向けてそれぞれの

発信準備を行った。１班は、あさり島活動に関するこ

と、あさり島の歴史をまとめたプレゼンテーション発

表、２班は地域を PR する動画作成、３班は配布物（ク

リアファイル、マスク、トートバック）を作成した。 

 

３ 実践の成果と課題 

(1) 成果 

 あさり島活動を通して、地域資源の大切さを再確認するとともに、地域の海洋と漁業につ

いて学ぶことで、自分たちの暮らす地域の良さを再認識することができた。また、中学２年

生が小学校５・６年生教室へ出向き、あさり掘りや外敵駆除のコツを教えるなど、小中の垣

根を越えて活動に取り組むことができた。 

 

(2) 課題 

 事前学習とあさり採取活動は小学生を交えて活動することができた。これからも小中が連

携できる活動や機会を創出していきたい。 

 

４ 次年度に向けて 

 事前学習では、児童生徒と散布の「強み」を共有することができた。今後は地域の「弱み」に

も焦点を当てて、解決すべき課題を明らかにし、地域の活性化に力を入れていきたい。 
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１ はじめに 

道有林の無計画な伐採等により浜中町の海や湖沼（特に火散布沼）への土砂流入が続き、漁

業被害が深刻になっていたことから、令和３年３月 22日、魚を主食とするシマフクロウの森を

守る活動に取り組む NPO 法人シマフクロウ・エイド、浜中町、散布漁業協同組合、浜中漁業協

同組、北海道の５者で「浜中町 森里海をつなぐ シマフクロウ地球の森」を締結した。 

協定内容には学校との連携も含まれており、今年度は各者との協働で、海と山のつながりや

漁業・林業への関心を高めることをねらいとして次のような取組を行った。 

 

２ 今年度の実践 

期日：令和 3 年 10 月 27 日（水）8:50～12:00 講師：NPO 法人シマフクロウ・エイド代表理事 菅野 正巳氏 他 

 (1) 植樹活動 

火散布沼奥の道有林に設置された植樹場所に移動し、広葉樹

の苗木を植える作業を行った。参加者はミズナラやオニグルミ

など 40 種類の苗木計 80 本を５つのグループに分かれて植樹し

た。植樹後は周辺の沢沿いを散策し、広葉樹がもつ働きやその大

きさを実感しながら、森と海のつながりについて学んだ。 

 (2) 種植え活動 

   植樹後学校に戻り、苗木のもととなる種を植える活動を行っ

た。子供たち一人一人がポットに腐葉土を入れ、ドングリやミズ

ナラ、ハンノキなど５種類の種をそれぞれ種類別に植えていく

作業を行った。植えた種はシマフクロウ・エイドが保管し、次年

度の植樹活動に向けて育てていく。 

 

 

 

 

 

３ 実践の成果と課題 

 (1) 成果 

 子供と大人が触れ合いを深めながら、持続可能な漁業のための森づくりに親しみ、その役

割について理解を深めることができた。 

(2) 課題 

 植樹後の苗木の経過観察など、海と森のつながりを学ぶ活動として継続させていくために

次年度以降の活動を検討していく必要がある。 

 

４ 次年度に向けて 

児童が森づくり活動での学びを蓄積し今後の学習につなげていくために、次年度も児童が森

づくり活動に関わるカリキュラムを整えていきたい。  

NPO 法人シマフクロウ・エイド「豊かな海を育てる森づくり」 

児童の振り返り 

・「楽しかった。自分が植えた苗が成長した姿を見に行きたい」 

・「豊かな海をつくるためには森づくりがとても大事だという

ことが分かった。」 
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１ はじめに 

地域大感謝祭は、保護者や地域の方々へ日頃の感謝の気持ちを表す取組を通して、児童生徒

の地域への理解やふるさとを愛する気持ちを深めること、また、海洋教育で学習した成果の発

表活動を通して発信力を高めることなどを目的とした行事である。コロナ禍で食事の提供や地

域住民の参加は昨年度同様断念したが、「地域を学び、地域を愛し、地域をよりよくする方策を

考える姿」や「生き生きと学び発表する姿」を保護者に見てもらうことができた。 

 

２ 今年度の実践 

 期日：令和３年 12 月４日（土）９：20～11：30 

(1) 小学校の取組 

１、２年生は各教室で模擬店「作ってあそぼう昔あそ

びランド」「おまつりランド」を出店した。３・４年生

は、「『浜中の魅力を伝えよう』（漁業と酪農業について）」

で手書きポスターと ICT 機器を用いた発表を行った。

５・６年生は、「『地球を守るために自分たちができるこ

と』（海洋教育成果交流）」と題し、自分たちのアイデア

を町に提案する活動に向けて保護者に意見をもらった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) 中学校の取組 

２班に分かれ、アサリをつかったクラフト体験（ハー

バリウム、ランプシェード作り）を行った。計画から当

日の運営まで、生徒が自主的に活動した。 

 

 

 

 

 

 

地域大感謝祭 

保護者の声 

・アサリのランプシェードやハーバリウム作りは小1でも作

ることができてとても楽しそうだった。 

・遊びや物作りコーナーに人が殺到してしまうと、一生懸命

発表しているところにお客さんがいなくなり”もったいな

い！”と思いましたが、どの学年もすばらしかったです！ 

保護者の声 

・素晴らしい発表で学校外や色んな所で発表できる場

があるといいなと思います。 

・３・４年生の酪農の勉強とか色々な職種の体験がで

きる機会があればいいなと思いました。 

・高学年の子供達はさすがですね！私も勉強になるよ

うな全国のアサリの漁獲量と北海道とを比べたり

して、アサリを扱っている水産会社としてもとても

勉強になりました。 
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３ 実践の成果と課題 

 (1) 成果 

児童生徒が発表にやりがいや達成感をもっており、

発表後は参加者の反応を受け止め、次に生かそうとし

ていた。小学生は上級生の姿を見本に来年の目標をも

つことができた。中学生は、地元の物を使ったアイデア

や、親子で楽しめる時間、作ったものを思い出の品にで

きる点が参加者に好評で、手ごたえを感じることがで

きた。年々児童生徒の発信力が高まっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) 課題 

昨年度から密を避けるため、各発表時間をずらして

行っている。その分、児童生徒は全部の出し物を見られ

ない、保護者は自分の子供以外も見たいが時間がない

という状況が生じている。また、「祭り」を楽しむため

に参加している保護者と、学習内容や子供の成長を確

かめる「成果発表の場」として参加する保護者で感想の

二極化が見られた。 

 

４ 次年度に向けて 

コロナ禍で、２年連続地域の方と交流ができていない

ため、多くは集まれなくても地域とのつながりをもてる

よう工夫したい。コロナの感染リスクに留意しながら、参

加者全員が同時に同じ発表を聞き、学びを共有し、地域へ

の共通理解を深める時間を設けていきたい。 

また、発表以外にも短時間で誰でも楽しめるものや学べるものを発信できる工夫が必要。体

験活動には、地域人材の協力を得て実施できるものを検討する。発表で学んだことや出たアイ

デアを次年度につなげ、地域連携、小中連携、「発信」の動機付けにしたい。 

  

児童生徒の声 

・３年生になる前は、自然や漁業が大切だということが分

からなかった。３年生で初めて大事ということが分かり

ました。（来年は）パワーポイントで浜中の魅力などを発

表したいです。（小３） 

・たくさんお客さんが来てくれてうれしかった。何回も来

てくれたお客さんがいた。来年は発表をしてみたいです。

（小２） 

・たくさんの人に散布の海洋教育のことを知ってもらいた

いと思った。（中１） 
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１ はじめに 

 最終年度の研究の成果を広めるとともに、参加者からのフィード

バックによって今後の方向性の修正を図ることを目的に、公開研究

会を開催した。テーマを「散布の海からの発信～散布を誇れる子ど

もの育成を目指して～」と定め、授業公開のほか本校の研究に関す

る説明や研究協議を行った。 

２ 日時  令和４年１月 27 日（木）13：30～16：00 

３ 時程 

 

 

 

 

４ 参加者 34 名 

５ 参加者の感想～抜粋～ 

 (1) 説明（本校の海洋教育の取組について）について 

○ 学校が小さいことを全く思わせない非常に充実したカリキュラムだと思いま

す。産・学・官・民連携システムもしっかりしていると感じます。本カリキュラムは

インプットだけでなく発信までの一貫した流れが重視されており、意味のある学

びにつながっていると感じます。プロジェクトが終わっても将来にわたって末永

く続けてもらいたいと思いました。 

○ 海洋教育について、今までよく知りませんでしたが、今回参加させていただ

き、素晴らしい取組だと感じました。地域の方の協力もよく分かりました。 

(2) 授業公開〔小５・６年散布学（海洋編）〕について 

○ 子供たちが皆積極的に授業に参加しているのが印象的だった。授業内容に

ついても、みんなが理解した上で進めているのが良かった。 

○ 子供たちが主体的に取り組んでいる姿がとても素晴らしかったです。国語の

学習を関連付けた発言があり、普段から教科間の関連を図っているのだなと思

いました。 

○ もっと子供の活動あふれる授業の可能性が見えた。改めて課題設定と教師

の関わり（説明）について反省し、次につなげてほしいと思う。 

(3) 研究協議（子供に深い学びを促す海洋教育の実践）について 

○ 熱心なグループ活動ができました。KJ 法は意見を言いやすく盛り上がりま

す。話し合ううちに、思いもよらない視点や疑問などが出てきて、楽しく話し合え

ました。地域愛というものについて改めて考えることができました。 

○ 様々な業種の方々とざっくばらんな意見交換ができてよかった。授業に関す

る意見もたくさん出たので、今後の授業の参考になればよいと思う。 

○ 地域学習について、改めて深く考えされられました。大変勉強になりました

が、欲を言えばもっと時間がほしいと思いました。 

(4) その他、感じたことや気付いたこと 

○ 本校の３年間の海洋教育の足跡を改めて実感しました。今後はこの取組をど

う系統立てていくか整理が必要ですが、散布らしい地域に根差す教育課程を

創り出すことができたように思います。 

○ 散布小の児童の様子、実際に現場で見たかったです。「散布学」とても素晴

らしい学習だと思いました。ありがとうございました。 

○ Zoom での実施としては、とてもよい公開研だったと思います。 

公開研究会 

13:15   13:30                       13:55                                           14:40   14:50                                            15:50   16:00 

受 

 

付 

説 明 

本校の海洋教育の 

取組について 

授業公開 

小５･６年 散布学（海洋編） 

「散布の海の豊かさを守ろう」 

授業者：教諭 常 陸 勇 馬 

休 

 

憩 

研究協議 

子どもに深い学びを促す 

海洋教育の実践について 

閉 

 

会 
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今年度の年間カリキュラム 
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 昨年度までの各学級の実践をもとに、子供たちに必要な学びを精査し、今年度の「散布学（海

洋編）」の年間カリキュラムを作成した。 

 なお、各学年の学習コンセプトについては、海洋政策研究財団発行の「21 世紀の海洋教育に関

するグランドデザイン（小学校編）～海洋教育に関するカリキュラムと単元計画～」を参考とし

た。 

 

１ 各学年で取り組むテーマ 

学 年 １・２年 ３・４年 ５・６年 

テーマ 

１年生 
○きせつとなかよし 
 はる なつ 
○きせつとなかよし あき 
２年生 
○めざせ 生きものはかせ 

○海と山のつながり 

○散布の海の仕事を調

べよう 

○あさりの生態を調べ

よう 

○私たちの海を守ろう 

備 考 主に生活科で実施 
特例教育課程 

「散布学（海洋編）」 

特例教育課程 

「散布学（海洋編）」 

 

２ 学習コンセプト（「海洋教育４つの視点」より） 

学 年 １・２年 ３・４年 ５・６年 

コンセプト 
Ａ 海に親しむ 

Ｂ 海を知る 

Ａ 海に親しむ 

Ｂ 海を知る 

Ｃ 海を守る 

Ｂ 海を知る 

Ｃ 海を守る 

Ｄ 海を利用する 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

「散布学（海洋編）」の年間カリキュラムについて 

参考：「小学校における海洋教育のコンセプト」 
  ～海洋政策研究財団「21世紀の海洋教育に関するグランドデザイン」より～ 

A 海に親しむ 
海の豊かな自然や身近な地域社会の中

での様々な体験活動を通して、海に対す

る豊かな感受性や海に対する関心等を

培い、海の自然に親しみ、海に進んで関

わろうとする児童を育成する。 

C 海を守る 
海の環境について調べる活動やそ

の保全活動などの体験を通して、

海の環境保全に主体的にかかわろ

うとする児童を育成する。 

B 海を知る 
海の自然や資源、人との深いかかわ

りについて関心を持ち、進んで調べ

ようとする児童を育成する。 

D 海を利用する 
水産物や資源、船舶を用いた人

や物の輸送、また海を通した世

界の人々との結びつきについ

て理解し、それらを持続的に利

用することの大切さを理解で

きる児童を育成する。 

海に親しむ 

海を知る 

海を 

守る 

海を 

利用 

する 

海と 

人との 

共生 

散布の海から発信！ 
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３ 学びのスタイル 

 本校で研究を進めている子供たちに身に付けさせたい力「社会人基礎力」（※下記参照）と照

らし合わせ、「散布学（海洋編）」の学びのスタイルを、大きく次の３段階に設定した。 

 なお、この学びのスタイルは、実践を通しながら随時修正を進めていくものとする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

小中９年間で子供たちに身につけさせたい力 

○ 散布の海から世界に働きかける力 

○ 地域の未来をよりよくしていこうとする力 

○ 将来の散布を担うために必要な力 

体 験 的 な 活 動 

探 究 的 な 活 動 

発  信  活  動 

学 び の ス タ イ ル           具 体 的 活 動 （例） 

・遊びを通した自然とのふれあい 
・海浜清掃等への参加 
・あさり島、昆布干場、養殖場等での漁業体験 
・漁協、加工場等の見学 
・漁業従事者の話を聞く   等 

・海の環境を調べる方法について話し合う 
・生き物や海洋環境に関する調査、観察、実験 
・漁業従事者へのインタビュー 
・漁業カレンダー、地域マップづくり 
・海と陸のつながりに関する調べ学習  等 

・流木や貝殻等を使った遊びの発表 
・漁業や海洋環境等に関する調べ学習の発表 
・キャラクターづくり、新しい調理方法の考案等、地域のブ
ランド化に関する提案 

・これからの漁業の在り方に関する HP 等での発信 等 

■ 参考資料（社会人基礎力） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

経済産業省が主催した有識者会議により、職場や地域社会で多様な人々と仕事をしていくために必要
や基礎的な力を「社会人基礎力（=３つの能力・12 の要素）」として定義した。 
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次年度以降の年間カリキュラム 
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１ はじめに 

  特例教育課程「散布学（海洋編）」を通じて得た活動をＡ・Ｂ年度に振り分け、主に総合的な

学習の時間で２年１巡できる年間カリキュラムを作成した。なお構想にあたっては、特に本校

に新しく赴任した職員が漁期や農期等に応じて柔軟に学習活動を展開できるよう、学期ごとの

大まかな一覧の作成に留めた。 

 

２ 年間カリキュラム 

(1) 第３・４学年 

   大きなテーマを「散布の海の仕事を調べよう」「海と山のつながり」とし、活動を通して地

域の産業や携わる人々の思いを理解するとともに、海の自然や資源、人の営みとの密接な関

わりについて探究する活動とした。 

 Ａ Ｂ 

一 

学 

期 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

二 

学 

期 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

三 

学 

期 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ａ・Ｂ年度一覧表 

「海辺のゴミについて考えよう！」 

・藻散布海岸（環境調査、清掃活動） 

・ゴミを「海のもの」「山のもの」、「人工物」「自然物」に分類する。 

・分解されないゴミの割合・出所等を調べる。 

・マイクロプラスチックについて調べる。 

・自分たちにできることを考える。 

シマフクロウ・エイドとの植樹活動 

地域大感謝祭 

絵画作品の制作 

歩くスキーで冬の湿原散策 

・海と山のつながりについて調べる。 

・歩くスキーで動物の足跡や野鳥の観察、チカ釣りの見学をする。 

・一年間の学び（海と山のつながり）をまとめる。 

・保護者に対し一年間の学びの成果を発表する。（参観日） 

「散布の海の仕事を調べよう」 

・水揚げ作業、ウニ養殖見学 

・漁業に携わる人々の苦労や願いを知る。 

・生産性や価値を高める方法を考える。 

 （育てる漁業、おいしい食べ方等） 

「漁業と酪農業を調べよう」 

・漁業と酪農業を調べる。 

・松岡牧場に見学に行く。 

・酪農業のことを知り、地域の産業につい

ての理解を深める。 
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(2) 第５・６年生 

   大きなテーマを「あさりの生態を調べよう」「私たちの海を守ろう」とし、あさり島活動を

通して地域の産業や環境保全について理解を深めるとともに、地域をよりよくするために自

分たちができることを考え、保護者や地域住民への発表や役場への提案を行うこととした。 

 Ａ Ｂ 

一 

学 

期 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

二 

学 

期 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

三 

学 

期 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

藻散布海岸（環境調査、清掃活動） 

「あさり島活動」 

・あさり島活動を通して、興味を持ったことを調べる。 

・調査したことをまとめる、発表する。 

シマフクロウ・エイドとの植樹活動 

地域大感謝祭 

絵画作品の制作 

・津波のメカニズムを知る。 

（３年に一度の学習） 

・火散布沼の海水温調査（年間） 

「散布の海の豊かさを守ろう」 

・地元の昆布やサケを使った料理づくり 

・地域の漁業の現状や自然について知る。 

・漁業の携わる人々の苦労や願いを知る。 

・漁業にかかわる加工場や飲食店等を調査

する。 

・宿泊研修 

・散布の未来像についての提案を考える。 

「散布の海の豊かさを守ろう」 

・漁協、ウニ養殖見学 

・散布の海を守るためにできることを考

え、計画や活動をする。 

・修学旅行 

・沖縄の学校との交流 

・北大臨海実験所の方からの講話 

ふりかえりと展望 

・一年間の学びをまとめる。 

・保護者に対し、一年間の学びの成果

を発表する。（参観日） 

ふりかえりと展望 

・地域をよりよくするために自分たち

ができることを考え、町に提案す

る。 
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１ はじめに 

平成 31 年度から３年間にわたり北海道教育委員会「海洋教育パイオニアスクールプログラ

ム」推進校として研究を進める中で、次のような成果と課題が明らかとなった。 

 

２ 成果と課題 

(1) 成果 

地域の海や水産業、地域の環境などについての探究活動を通して、地域の海と水産資源と

環境の結び付きについて理解を深める取り組みを計画・実施できた。また、家庭や地域と連

携を図りながら、体系的・継続的に実施できるカリキュラムの作成ができた。これらの教育

活動を通して、児童が改めて地域の良さを実感したり、地域の問題に気付いたりしながら、

地域を良くしていきたいという思いを育むことができた。 

 

ア １・２年生 

水辺の生き物とふれ合うことで、地域の自然の豊かさに気付くことができた。また、自

然の栄養分が海に流れ込むことで、魚、昆布、ウニなどの豊かな海産資源の育成に繋がり、

自分たちの生活を支えていることを学ぶことができた。藻散布海岸での活動は、海の環境

や環境を守るために必要なことを考えるきっかけとなった。 

 

 イ ３・４年生 

藻散布海岸での学びを土台として、海の自然や資源、地域の産業について自ら課題意識

をもち、進んで調べていくことができた。また、活動の中で「地域の産業に携わる人々の

思い」にも触れることができ、より一層地域に誇りをもち、地域の発展に貢献したいとい

う意識を高めるきっかけとなった。シマフクロウ・エイドとの植樹活動では、植樹が森に

与える影響や、山と海のつながりについて学び、自然環境への理解を深める姿が見られた。 

 

ウ ５・６年生 

藻散布海岸の清掃活動､あさり島活動、シマフクロウ・エイドとの植樹活動､海洋教育実

践交流会､海の専門家の講話､沖縄の学校との交流､地域大感謝祭など､様々な活動を通して､

児童が地域の発展に貢献しようとする姿に迫ることができた｡海の専門家の講話では「2090

年には散布の昆布がなくなる」という予測を知り、自分たちの地域の環境に対する意識が

高まった。沖縄の学校との交流によって、自分たちの住む地域と共通の課題があることに

気付き、今後の活動につなげたいという意欲が一層高まった。 

 

エ あさり島活動 

活動を通して地域資源の大切さを再確認するとともに、地域の海洋と漁業について学び、

自分たちの暮らす地域の良さを再認識することができた。また、中学２年生が小学校５・

６年生教室へ出向き、あさり掘りや外敵駆除のコツを教えるなど、小中の垣根を越えて活

動に取り組むことができた。外敵駆除や稚貝撒きの活動を通して、「獲る漁業から育てる漁

成果と課題 
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業」への意識を高める学習となった。 

 

オ NPO シマフクロウ・エイドとの植樹活動 

散布漁業協同組合と連携を図りながら道有林に計 80 本の苗木を植え、山と海のつながり

を学ぶことができた。植樹後は学校に戻り、森に植える苗木を育てるために、ポットに種

植えを行った。豊かな海をつくるためには、森づくりが重要であることを全校児童で学ぶ

機会となった。 

 

カ 地域大感謝祭 

１・２年生は生活科の学習の成果を発揮する場となり、３～６年生はこれまでの海洋教

育の学びを発表する場となった。発表後は参加者の反応を受け止め、自分たちの次の活動

へ生かそうとする姿が見られた。中学生は地元の物を使ったアイデアや、親子で楽しめる

時間、作ったものを思い出の品にできる取組を行い、参加者に好評であった。地域大感謝

祭は児童生徒の発信力を高めることができる行事となっている。 

 

(2) 課題 

海と人の共生を実現するためには、教科等を横断した幅広い視点から考えることが必要で

あるため、各学年の活動と教科等の関連を図りながら内容を精査していかなければならない。

特に、講師を招いた講話や体験活動の実施時期によって、関連付けられる教科等や内容が変

わるため、ねらいを明確にした上で、事前の綿密な計画が必要となる。 

また、２年１巡で実施できるカリキュラムの作成、あさり島活動やそれ以外の活動におい

て、中学校とどのように連携を図るかが課題として挙げられる。 

 

ア １・２年生 

これまでの取組をもとに生活科（なつとあそぼう）などとの関連を図り、自分と身近な

動物や植物などの自然とかかわりに関心をもたせたり、身近にある物を使ったりなどして、

遊びや遊びに使う物を工夫する活動を取り入れることで、内容をより充実させていきたい。 

 

イ ３・４年生 

児童の課題意識と探究活動につながりが生まれるようなカリキュラムの作成が必要で

ある。また、国語科（リーフレット、ポスター）、社会科（土地の利用）、理科（水のゆく

え）など、これまでの活動と関連を図ることができる教科を整理していきたい。 

 

ウ ５・６年生 

３・４年生と同様に、国語科（意見文を書こう、提案文を書こう）、社会科（国土の自

然）、理科（自然とともに生きる）などとの関連を図り、教科等横断的な視点を大切にし

ながら内容の見直しを図っていく必要がある。また、海の専門家の講話や沖縄の学校との

交流の実施時期によって、児童の課題意識や目指すゴールへのアプローチの仕方が変わっ

てくるため、ねらいを明確にした上で年間カリキュラムに位置付ける必要がある。どちら

の活動も児童の深い学びを促す活動であるため、今後も継続していきたい。 
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エ あさり島活動 

小・中学校の連携のあり方が課題である。元々中学校では、３年１巡であさりの生態を

学習していたが、活動に小学生が参加することになったため、いつ、何を、どの学年で学

ぶのかを精査し、小学５年生から中学３年生までの学びの系統性を意識したカリキュラム

作成が必要である。 

 

オ NPO シマフクロウ・エイドとの植樹活動 

「木を植えたら植樹は終わり」という認識ではなく、植樹後の苗木の経過観察など、次

年度以降も山と海のつながりを学ぶ活動として継続させていきたい。また、実施時期によ

って関連付けられる教科等が異なるため、何を目的とするかを明確にし、活動を進めてい

く必要がある。 

 

カ 地域大感謝祭 

新型コロナウイルス感染症対策のため、今年度も保護者のみを招いた開催となった。本

来の活動が再開された時には、児童生徒の学びを発信する機会とするほか、地域素材を生

かした料理の開発など、地域の新しい魅力を発信していくことができるよう、散布漁業協

同組合等と連携を図っていきたい。 

 

３ 展望 

 今年度で「海洋教育パイオニアスクールプログラム」の研究指定が終了するが、今後は、こ

れまでの活動を整理・精選し、主に総合的な学習の時間と関連付けながら全体計画を練り直し

ていく。また、小学校での学びを中学校でさらに深化し、地域の海や水産業、自然環境等につ

いての理解を深め、海を通した世界の人々との結び付きや、それらを持続的に利用することの

大切さを理解できる児童生徒を育成していきたいと考える。そのために、各学年の到達目標を

明らかにするなど、小中９年間の学びの系統性を意識しながら、全職員の共通認識のもと本校

ならではの海洋教育を推進していきたい。 
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